
「
詩
の
ま
ち
前
橋
若
い
芽
の
ポ
エ

ム
」
は
、
全
国
の
小
中
学
生
・
高
校

生
を
対
象
に
し
た
詩
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
す
。七
回
目
を
迎
え
る
本
年
度
は
、
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三
十
都
道
府
県
か
ら
七
千
四
百
六
十

三
編
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
回

を
重
ね
る
ご
と
に
応
募
数
が
増
え
、

作
品
の
質
も
年
々
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
中
か
ら
入
賞
作
品
を
選
考
す

る
に
あ
た
り
、
推
薦
委
員
が
予
備
選

考
を
行
い
推
薦
作
品
を
決
定
。
そ
の

後
、
四
人
の
選
考
委
員
に
よ
る
本
選

考
で
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、
三
部
門
で
九
十
編

で
し
た
。
各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

―
敬
称
略
―

□
小
学
生
の
部

美
棹
賞
（
金
賞
）
＝
諸
沢
怜
央
（
天

神
小
三
年
）
銀
賞
＝
梅
山
実
里（
東

小
六
年
）

銅
賞
＝
武
井
美
久
（
桃

川
小
三
年
）

佳
作
＝
九
人
　
入
選

＝
二
十
九
人

□
中
学
生
の
部

美
棹
賞
（
金
賞
）
＝
高
橋
成
美
（
静

岡
県
富
士
市
岩
松
中
一
年
）

銀
賞

＝
大
塚
里
美
（
県
立
二
葉
養
護
学
校

中
学
部
三
年
）

銅
賞
＝
田
子
夏
海

（
東
中
二
年
）

佳
作
＝
十
人
　
入

選
＝
二
十
八
人

□
高
校
生
の
部

美
棹
賞
（
金
賞
）
＝
後
藤
美
里
（
市

立
前
橋
一
年
）

銀
賞
＝
新
井
美
津

穂
（
前
女
高
一
年
）

銅
賞
＝
塚
越

友
美
恵
（
高
崎
商
科
大
付
高
一
年
）

佳
作
＝
二
人
　
入
選
＝
三
人

選
考
委
員
会
終
了
後
の
記
者
会
見

で
、
入
賞
作
品
の
発
表
後
、
選
考
委

員
を
代
表
し
て
、
秋
谷
委
員
長
か
ら

講
評
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

□
講
評
の
あ
ら
ま
し

「
若
い
芽
の
ポ
エ
ム
」
は
、
若
い

世
代
に
向
け
て
一
つ
の
文
化
の
創
造

を
呼
び
掛
け
て
い
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
作
品
一
つ
一
つ
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
作
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
レ

ン
ズ
を
持
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

小
学
生
は
す
べ
て
が
未
知
の
世
界

だ
と
い
え
ま
す
が
、
子
ど
も
で
な
け

れ
ば
見
つ
け
ら
れ
な
い
今
の
社
会
を
、

幼
い
自
分
の
視
点
で
、
詩
と
し
て
表

現
し
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で

す
。
中
学
生
に
な
る
と
考
え
方
が
も

っ
と
複
雑
に
な
っ
て
、
人
間
の
中
、

心
の
内
側
に
入
っ
て
い
く
よ
う
な
と

こ
ろ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
高
校
生

は
難
し
い
世
代
で
、
進
学
や
就
職
な

ど
の
問
題
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
自

分
た
ち
が
生
き
て
い
る
ん
だ
と
い
う

こ
と
が
、
作
品
に
大
き
く
反
映
し
て

い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

現
代
の
若
い
世
代
が
今
、
言
葉
で

自
分
を
表
現
す
る
に
は
何
を
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
よ
い
か
、
こ
の
こ
と
を

日
本
の
現
代
社
会
に
訴
え
る
た
め
に

は
、「
若
い
芽
の
ポ
エ
ム
」
は
大
き
な

意
義
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
特
色
は

小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
を
問
わ

ず
、
今
直
面
し
て
い
る
生
き
て
い
る

自
分
の
中
の
現
実
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

中
で
と
ら
え
、
作
品
と
し
て
表
現
し
、

社
会
に
訴
え
て
い
る
こ
と
で
す
。

□
第
７
回
若
い
芽
の
ポ
エ
ム
贈
呈
式

日
時
＝
11
月
８
日
�
午
後
１
時
〜
１

時
40
分
　
会
場
＝
前
橋
文
学
館

□
朗
読
会

日
時
＝
11
月
８
日
�
午
後
１
時
40
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
前
橋
文
学
館

内
容
＝
入
賞
者
と
選
考
委
員
・
推
薦

委
員
、
一
般
参
加
希
望
者
の
詩
の
朗

読

「第７回詩
うた

のまち前橋若い芽のポエム」の選考
委員会が８月２９日に行われ、７,５００編近い応募の
中から入賞作品が決まりました。ここでは、小学
生、中学生、高校生の３部門で最優秀賞の美棹

み さ お

賞
を受賞した作品と入賞者を紹介。賞の贈呈式と朗
読会は、１１月８日�に前橋文学館で行われます。

第
７
回
詩
の
ま
ち
前
橋
若
い
芽
の
ポ
エ
ム

�
講
評
を
述
べ
る
秋
谷
選
考
委
員
長


